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道　標

茂（
終
身
助
祭
）、森
山
茂
知
、中

野
三
郎
、藤
山
幸
子
、本
田
ま
ゆ

み
（
以
上
、
本
土
地
区
信
徒
）

□
「
宗
教
法
人
カ
ト
リ
ッ
ク

鹿
児
島
司
教
区
」
責
任
役
員
会

（
司
教
任
命
）　
代
表
役
員
・
司

教
、責
任
役
員

竹
山
昭
、永
山

幸
弘
、小
隈
憲
士
、泉
浩
二
、（
書

記
・
末
吉
卓
也
）

□
教
区
裁
判
所

法
務
代

理
・
ハ
ン
マ
、
裁
判
官
・
永
山

幸
弘
、
絆
の
保
護
官
・
竹
山

昭
、公
証
官
・
末
吉
卓
也
、検
閲

者
・
竹
山
昭

□
本
部
事
務
局

⑴
宗
教
法
人
部
　
会
計
部
＝
泉

浩
二（
部
長
）、前
田
育
子
、山

下
眞
二
（
以
上
、
信
徒
）
　
広

報
部
＝
泉
浩
二
（
部
長
）、
山

下
眞
二
（
次
長
・
編
集
長
）

⑵
学
校
法
人
部
「
聖
マ
リ
ア
学

園
」：
森
章
子
（
信
徒
）

⑶
社
会
福
祉
法
人
「
善
き
牧
者

会
」：
頭
島
光
（
理
事
長
）

⑷
鹿
児
島
教
区
カ
ト
リ
ッ
ク
幼

稚
園
協
会
：
頭
島
光（
会
長
）

▼
委
員
会

①
教
区
典
礼
委
員
会
　
朴
鎭
亮

②
教
区
墓
地
委
員
会
　
末
吉
卓

也
、
山
下
眞
二
、
前
田
育
子

③
終
身
助
祭
委
員
会
　
竹
山

昭
、
泉
浩
二
、
末
吉
卓
也

④
宣
教
委
員
会
　
小
隈
憲
士

⑤
青
少
年
司
牧
委
員
会
　
泉
浩

二
、
李
秉
德

⑥
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
委
員
会

頭
島
光

⑦
キ
リ
ス
ト
教
伝
来
記
念
祭
記
念

祭
実
行
委
員
会
　
末
吉
卓
也

⑧
福
祉
委
員
会
　
石
神
秀
人

（
終
身
助
祭
）

▼
担
　
当

①
カ
リ
タ
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
　
川

口
茂
、
末
吉
卓
也
（
災
害
）

性
を
説
い
た
中
野
司
教
は
、
シ

ノ
ド
ス
の
起
源
と
そ
の
会
議
の

性
質
を
教
会
法
に
基
づ
い
て
説

明
。
教
区
シ
ノ
ド
ス
の
開
催

で
、
多
様
化
し
て
い
る
信
者
の

あ
り
方
を
探
り
、
教
会
の
活
性

化
の
た
め
の
気
づ
き
の
場
と
し

た
い
と
そ
の
開
催
の
意
図
を
話

し
た
。

司
教
に
よ
る
と
教
区
シ
ノ
ド

ス
は
、
主
任
司
祭
と
信
徒
代
表

の
他
、
修
道
会
や
各
団
体
の
代

表
者
の
出
席
と
し
、
開
催
前
に

中
野
司
教
が
質
問
状
を
送
付

し
、
そ
の
回
答
を
も
と
に
話
し

合
う
と
い
う
。
ま
た
シ
ノ
ド
ス

で
の
話
し
合
い
の
結
果
か
ら
、

中
野
司
教
は
２
０
２
０
年
の
年

頭
教
書
で
教
区
の
活
動
方
針
を

発
表
す
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
他
、
日
本
司
教
団
で
中

野
司
教
が
担
当
す
る
日
韓
司
教

交
流
や
新
福
音
化
部
会
、
司
祭

生
涯
養
成
部
会
、
終
身
助
祭
養

成
委
員
会
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
っ
た
ほ
か
、
教
皇
訪
日
に
つ

い
て
も
情
報
提
供
等
が
な
さ
れ

た
。

②
正
義
と
平
和
協
議
会
　
山
下

和
美
（
信
徒
）

③
滞
日
外
国
人
　
ベ
ル
ナ
ル
デ

ィ
ー
ノ
、
ア
ン

④
教
誨
師
　
坂
本
進

⑤
司
祭
召
命
　
泉
浩
二
、ア
ン
、

ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
、
小
隈

憲
士

⑧
諸
宗
教
懇
和
会
　
末
吉
卓

也
、
小
隈
憲
士

⑨
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
障
害
者
連

絡
協
議
会
　
栃
尾
泰
英
、
頭

島
光

⑩
部
落
差
別
　
鈴
木
康
由
　

▼
顧
　
問

①
レ
ジ
オ
・
マ
リ
エ
　
頭
島
光

（
鹿
児
島
コ
ミ
チ
ウ
ム
）、
松

の
終
身
助
祭
や
諏
訪
勝
郎
神
学

生
の
助
祭
の
叙
階
式
、
田
代
竜

之
神
学
生
の
祭
壇
奉
仕
者
選
任

式
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た

ほ
か
、
徳
之
島
宣
教
所
記
念
碑

除
幕
、
福
岡
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学

院
の
開
校
に
つ
い
て
も
紹
介
さ

れ
た
。
そ
の
後
は
、
今
年
度
の

役
職
や
役
割
が
確
認
さ
れ
た

後
、
秋
に
開
催
予
定
の
鹿
児
島

教
区
シ
ノ
ド
ス
に
つ
い
て
中
野

司
教
か
ら
説
明
が
な
さ
れ
た
。

教
区
シ
ノ
ド
ス
開
催
の
必
要

司
　
教

中
野
裕
明

総
代
理

泉
　
浩
二

地
区
長

頭
島
光
（
レ
デ
ン

プ
ト
ー
ル
会
地
区
）、松
永
正
男

（
奄
美
大
島
地
区
）

□
司
祭
評
議
会

会
長
・
司

教
、副
会
長
・
総
代
理
、　
事
務

局
長
・
末
吉
卓
也
、
評
議
員

松
永
正
男
（
奄
美
地
区
長
）、
頭

島
光
、
福
崎
英
雄
（
以
上
、
レ
デ

ン
プ
ト
ー
ル
会
）、サ
ン
タ
マ
リ

ア
（
ザ
ベ
リ
オ
会
）、
内
野
洋
平

（
コ
ン
ベ
ン
ツ
ア
ル
会
）、
栃
尾

泰
英
、ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
、テ

ィ
エ
ン
（
教
区
司
祭
）

□
教
区
顧
問
団（
司
教
任
命
）

頭
島
光
、泉
浩
二
、ベ
ル
ナ
ル
デ

ィ
ー
ノ
、内
野
洋
平（
書
記
・
末

吉
卓
也
）

□
教
区
評
議
会

会
長
・
司

教
、副
会
長
・
総
代
理
、評
議
員

書
記
長
、会
計
部
長（
以
上
、 E
x

officio）、
各
教
会
の
主
任
司
祭

と
信
徒
の
代
表
１
人

□
経
済
問
題
評
議
会

会

長
・
教
区
長
、
副
会
長
・
総
代

理
（
教
区
会
計
）、
書
記
・
書
記

長
、評
議
員

小
隈
憲
士
、頭
島

光
（
以
上
、
教
区
顧
問
）、
松
永

正
男
（
奄
美
地
区
長
）、
益
満
紀

久
夫
（
奄
美
地
区
信
徒
）、
川
口

皆
様
お
元
気
で
し
ょ
う

か
。
鹿
児
島
教
区
で
は
、
今

年
10
月
に
「
教
区
代
表
者
会

議
」
を
開
く
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
原
語
で

は
、
「
シ
ノ
ド
ス
」
（
と
も

に
歩
む
、
の
意
）
と
言
わ
れ
、
教
会
法
で

は
、
「
教
区
共
同
体
の
全
体
の
全
益
の
た

め
、
教
区
司
教
を
助
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
選
出
さ
れ
た
部
分
教
会
（
教
区
）
の
司
祭

お
よ
び
そ
の
他
の
信
者
の
集
会
を
い
う
」

（
カ
ト
リ
ッ
ク
新
教
会
法
典
、
第
４
６
０

条
）
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
歴
史
の
中
で
、
教

皇
の
招
集
の
も
と
に
全
世
界
の
司
教
が
集
っ

て
、
時
勢
に
相
応
し
い
教
会
像
を
策
定
す
る

た
め
に
公
会

議
を
開
い
て

き
ま
し
た
。

因
み
に
最
近

の
公
会
議

は
、
第
２
バ

チ
カ
ン
公
会

議
（
１
９
６
３
～
１
９
６
５
）
で
、
第
20
回

目
で
し
た
。

し
か
し
、
激
し
い
時
代
の
変
化
に
よ
っ

て
生
じ
る
諸
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
第
２

バ
チ
カ
ン
公
会
議
後
、
教
会
は
約
３
年
に
１

回
の
割
合
で
、
世
界
代
表
司
教
会
議
（
シ
ノ

ド
ス
）
を
開
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
公
会
議
は
、
概
し
て
１
０
０
年
に
１
回

程
度
で
す
が
、
シ
ノ
ド
ス
は
そ
の
公
会
議
で

策
定
さ
れ
た
方
向
性
を
よ
り
確
実
に
現
実
化

す
る
た
め
に
、
小
規
模
な
が
ら
よ
り
頻
繁
に

開
催
さ
れ
て
い
る
の
が
そ
の
特
徴
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

こ
の
開
催
方
法
は
、
開
会
の
日
に
代
表

者
が
た
だ
漠
然
と
参
集
す
る
の
で
は
な
く
、

約
１
年
前
に
シ
ノ
ド
ス
事
務
局
か
ら
テ
ー
マ

に
つ
い
て
の
情
報
収
集
の
た
め
の
質
問
状
が

来
ま
す
。
例
え
ば
、
「
青
年
司
牧
」
が
テ
ー

マ
だ
と
す
る
と
、
あ
な
た
の
教
区
で
は
、
青

年
司
牧
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る

と
か
、
ど
ん
な
現
状
が
存
在
す
る
か
な
ど
で

す
。
そ
の
質
問
に
対
す
る
回
答
の
集
計
は
、

各
国
の
司
教
協
議
会
で
ま
と
め
ら
れ
、
事
務

局
に
返
送
さ
れ
ま
す
。
事
務
局
は
世
界
中
か

ら
集
め
ら
れ
た
、
回
答
を
整
理
し
て
、
討
論

し
や
す
い
よ
う
に
秩
序
付
け
ま
す
。
そ
れ
が

い
わ
ゆ
る
「
討
議
要
綱
」
と
い
う
も
の
で
、

そ
れ
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
本
会
議
が
開
催

さ
れ
る
と
い
う
段
取
り
に
な
り
ま
す
。

会
議
は
通
常
２
～
３
週
間
に
わ
た
っ

て
、
全
体
会
と
分
科
会
を
繰
り
返
し
ま
す

が
、
最
後
の
全
体
会
で
教
皇
に
提
出
す
る
提

案
を
絞
り
込
み
ま
す
。
提
案
の
数
は
、
通
常

50
～
１
０
０
個
程
度
に
な
る
よ
う
で
す
。
教

皇
は
、
そ
れ
ら
の
提
案
に
目
を
通
し
た
後
、

半
年
か
ら
１
年
後
に
、
自
分
の
言
葉
で
、

「
使
徒
的
勧
告
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
文
書

を
発
表
し
ま
す
。
こ
れ
が
、
実
質
的
に
は
提

出
さ
れ
た
提
案
へ
の
教
皇
の
回
答
と
い
え
ま

す
。こ

う
し
て
、
教
会
は
常
に
、
現
代
社
会

の
動
き
に
連
動
し
な
が
ら
、
こ
の
世
で
教
会

の
使
命
を
果
た
し
て
い
け
る
か
を
検
証
し
て

い
る
の
で
す
。

私
は
こ
の
よ
う
な
作
業
を
鹿
児
島
教
区

で
も
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
教

区
は
小
さ
く
て
も
世
界
規
模
で
実
施
さ
れ
て

い
る
方
法
論
は
、
と
も
に
歩
む
と
い
う
意
味

の
シ
ノ
ド
ス
の
精
神
が
生
か
さ
れ
る
限
り
、

教
会
の
存
在
理
由
で
あ
る
福
音
宣
教
の
た
め

に
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
で
、
間
も
な
く
、
代
表

者
の
皆
様
の
お
手
元
に
最
初
の
質
問
状
が
届

く
と
思
い
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

司教の手紙

教
区
代
表
者
会
議
に
向
け
て

鹿
児
島
教
区
司
教

中

野

裕

明

新
し
い
時
代
を
見
据
え
て

教
区
の
役
職
・
担
当
等
を
発
表

永
正
男
（
名
瀬
ク
リ
ア
）

②
鹿
児
島
連
合
壮
年
会
　
ア
ン

③
奄
美
連
合
壮
年
会
　
松
永
正

男
 

④
看
護
協
会
　
小
隈
憲
士
 

⑤
医
師
会
　
山
口
好
信

⑥
教
区
教
師
の
会
　
竹
山
昭

（
大
学
）、
山
口
好
信
（
小
中

高
）

⑦
修
道
女
連
盟
　
竹
山
昭
（
鹿

児
島
地
区
）、
松
永
正
男
（
奄

美
地
区
）

⑧
奄
美
カ
ト
リ
ッ
ク
女
性
連
盟

松
永
 正
男

⑨
鹿
児
島
き
ぼ
う
の
電
話
　
竹

山
昭

⑩
オ
リ
ー
ブ
の
会
　
丸
野
六
雄

⑪
愛
の
泉
　
久
保
俊
弘
（
終
身

助
祭
）

復
活
祭
を
前
に
教
区
長
・
中
野
裕
明
司
教
は
、
諮
問
機
関

で
あ
る
司
祭
評
議
会
の
メ
ン
バ
ー
等
を
教
会
法
、
規
約
に
照

ら
し
合
わ
せ
て
確
認
・
選
出
、
ま
た
青
少
年
司
牧
な
ど
委
員

会
・
担
当
・
顧
問
な
ど
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
見
通
し
を
見

据
え
て
以
下
の
よ
う
に
発
表
し
た
。
（
敬
称
略
）

４
月
16
日
に
ザ
ビ
エ
ル
教
会

で
さ
さ
げ
ら
れ
た
聖
香
油
ミ
サ

後
に
、
定
例
司
祭
集
会
（
コ
ン

ベ
ン
ツ
ス
）
が
開
か
れ
た
。
会

議
で
は
ま
ず
、
小
島
芳
武
さ
ん

今
年
度
初
の
コ
ン
ベ
ン
ツ
ス
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短
　
歌

鴨
池
教
会
　
前
田
儀
子

静
か
な
る
小
春
日
の
刻
過

ぎ
て
ゆ
く
つ
き
つ
め
て
思

ふ
こ
と
な
き
こ
の
平
安

枇
杷
の
実
は
日
毎
熟
れ
ゆ

く
オ
レ
ン
ジ
色
雨
の
日
と

て
も
癒
さ
れ
て
を
り

鹿
児
島
き
ぼ
う
の
電
話
（
山

口
寛
子
運
営
委
員
長
）
で
は
、

今
年
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
講
座

を
６
月
21
日
（
金
）
か
ら
始
め

る
と
し
、
日
程
と
講
座
内
容
、

講
師
等
を
発
表
し
た
（
講
座
日

程
表
参
照
）
。

１
９
８
７
年
12
月
９
日
に

「
社
会
の
歪
み
で
苦
し
む
人
に

キ
リ
ス
ト
の
手
を
差
し
伸
べ
よ

う
」
「
教
会
の
耳
に
な
ろ
う
」

と
始
め
ら
れ
た
教
区
の
電
話
相

談
サ
ー
ビ
ス
。
そ
の
サ
ー
ビ
ス

の
た
め
に
電
話
に
出
て
、
苦
し

む
人
々
の
声
を
傾
聴
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
の
た
め
に
と
始

め
ら
れ
た
講
座
も
回
を
重
ね
、

今
年
が
32
回
目
。

電
話
相
談
サ
ー
ビ
ス
開
始
の

た
め
に
電
話
に
出
て
く
れ
る
相

談
員
養
成
を
目
的
に
始
め
ら
れ

た
こ
の
講
座
も
開
設
準
備
当
時

は
総
数
13
回
だ
っ
た
も
の
が
、

今
で
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
含
め
る
と
23
回
と
増
え
て
い

る
。ま

た
相
談
員
養
成
を
目
的
と

し
て
い
た
講
座
を
そ
の
内
容
の

良
さ
か
ら
、
人
間
関
係
構
築
の

た
め
の
術
を
教
え
る
講
座
と
し

て
、
相
談
員
を
務
め
る
意
志
の

な
い
人
に
も
門
戸
を
広
げ
、
電

話
を
受
け
る
だ
け
で
は
な
い
方

法
で
、
社
会
に
福
音
を
伝
え
続

け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

電
話
番
号
０
９
９
（
２
２

３
）
３
３
９
９
で
、
週
３
日
、

１
日
６
時
間
で
始
ま
っ
た
こ
の

サ
ー
ビ
ス
は
「
毎
日
、
24
時
間

体
制
の
サ
ー
ビ
ス
」
を
目
指
し

て
い
る
も
の
の
、
相
談
員
不
足

な
ど
か
ら
こ
れ
ま
で
に
は
存
続

の
危
機
も
あ
っ
た
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え

て
、
こ
れ
か
ら
も
充
実
し
た
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
い
と
今
年

の
講
座
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

20
歳
以
上
の
人
な
ら
誰
で
も

受
講
可
能
な
こ
の
講
座
。
受
講

料
は
20
回
で
１
万
円
（
学
生
５

千
円
）
。
ま
た
７
月
29
日
と
８

月
５
日
の
森
口
進
先
生
に
よ
る

「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
　
そ
の

関
わ
り
Ⅰ
・
Ⅱ
」
は
公
開
講
座

と
な
っ
て
い
て
、
無
料
で
誰
で

も
自
由
に
受
講
で
き
る
。

第
32
回
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
講

座
に
対
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

山
口
寛
子
運
営
委
員
長
＝
℡
０

９
０
（
１
１
６
２
）
７
３
７
２

ま
で
。

2019年鹿児島きぼうの電話　32回カウンセリング講座日程
６
月
21
日
か
ら
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
講
座

鹿
児
島
き
ぼ
う
の
電
話

「
と
そ
子
ど
も
食
堂
」
は
こ

の
４
月
で
３
年
目
に
入
り
ま
し

た
。
こ
れ
も
皆
様
の
ご
協
力
と

お
祈
り
の
お
か
げ
と
思
い
ま

す
。毎

月
30
人
前
後
の
お
客
様
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
子
ど
も
食
堂
を
必
要
と

し
て
く
だ
さ
る
人
の
た
め
に
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
調
理
、
受
付
、
案
内
、
会

計
、
学
習
支
援
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
、
遊
び
相
手
、
そ
の

他
）
も
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

毎
月
第
４
土
曜
日
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
（
「
と
そ
子
ど
も
食

堂
」
ス
タ
ッ
フ
一
同
）

会
計
報
告

（
２
０
１
８
年
４
月
１
日
～

２
０
１
９
年
３
月
31
日
）

３
年
目
を
迎
え
た
「
と
そ
子
ど
も
食
堂
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
と
会
計
報
告

文
　
芸

1972年開設以来、入門への第一歩として、
また信者の学び直し、黙想の助け、職員研修
などにもご活用いただいております。
＜全7講座＞
Ｔ001☆キリスト教とは＝日本の宗教観に

照らして学ぶキリスト教の概要。
Ｔ002☆聖書入門〔Ⅰ〕＝四福音書を通し

てイエスの生涯をたどる。
Ｔ003☆キリスト教入門＝キリスト教の秘

跡や信仰生活について学ぶ。
Ｔ004☆神・発見の手引＝人生、自然を通

して神の呼び声に耳を傾ける。
Ｔ005☆聖書入門〔Ⅱ〕＝使徒の働きとそ

の手紙、黙示録について学ぶ。
Ｔ006☆幸せな結婚＝カトリックにおける

結婚の意味や愛、幸福とは？
Ｔ007☆生きること・死ぬこと＝老いや

命、旅立つ人に寄りそうケアについて
考える。

＜受講料＞（教材費・税込）
Ｔ001～Ｔ004 各4,800円
Ｔ005～Ｔ007 各5,300円

＜お申込み＞
郵便振替用紙にご希望の講座名・講座番

号（Ｔ001〜Ｔ007）をご記入の上、下記に
お振込みください。入金確認後教材をお送
りいたします。

振替口座番号：00170-2-84745
加入者名：オリエンス宗教研究所

＜お問い合わせ＞
オリエンス宗教研究所　カトリック通信講座

〒156-0043  東京都世田谷区松原2-28-5
℡03-3322-7601

詳しくはHPをご覧ください。

カトリック通信講座

九州青年キャンプ2019in長崎
日　時：８月24日（土）14時〜25日（日）11時30分
場　所：伊佐ノ浦公園（西海市西海町中浦南郷1133-48）
対　象：18歳以上の青年（高校生不可）　申込〆切：７月31日
費　用：3,000円　主　催：九州青年キャンプ2019in長崎実行委員会
申込・問合：長崎教区青少年委員会 山口竜太郎神父

℡0959-25-0012　/　fax0959-25-0472
mail：nagasaki.youth.mail@gmail.com
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護
師
・
泉
キ
リ
江
修
道
女
（
シ

ョ
フ
ァ
イ
ユ
の
幼
き
イ
エ
ズ
ス

修
道
女
会
・
奄
美
大
島
出
身
）

が
招
か
れ
た
。

午
後
１
時
30
分
か
ら
始
め
ら

れ
た
講
演
で
、
シ
ス
タ
ー
泉
は

ホ
ス
ピ
ス
開
設
（
１
９
９
４
年

11
月
）
か
ら
こ
れ
ま
で
に
出
会

っ
た
「
ホ
ス
ピ
ス
を
終
の
住
処

と
し
た
人
た
ち
と
の
出
会
い
」

と「
交
流
」を
紹
介

し
、「
人
は
皆
、
死

に
た
く
な
い
。
そ

れ
な
の
に
死
な
ね

ば
な
ら
な
い
。
そ

ん
な
憂
い
に
寄
り

添
う
こ
と
で
不
安

を
取
り
除
い
て
あ

げ
る
こ
と
は
患
者

に
と
っ
て
福
音
」

と
述
べ
た
。

そ
の
上
で
が
ん

患
者
に
と
っ
て
、

痛
み
が
な
い
こ

と
、
聞
い
て
く
れ

る
人
が
い
る
こ

と
、
家
族
が
や
っ

て
く
る
こ
と
は
と

て
も
大
切
と
位
置

５
月
11
日
（
土
）
午
後
、
教
区

本
部
で
「
ホ
ス
ピ
ス
で
の
現
場

体
験
か
ら
の
学
び
」
と
題
す
る

講
演
会
が
あ
っ
た
。
こ
の
講
演

会
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
臨
床
パ
ス
ト

ラ
ル
研
究
セ
ン
タ
ー
九
州
ブ
ロ

ッ
ク
の
主
催
で
開
か
れ
た
も
の

で
、
講
師
に
は
熊
本
市
に
あ
る

イ
エ
ズ
ス
の
聖
心
病
院
で
パ
ス

ト
ラ
ル
ケ
ア
部
長
を
務
め
る
看

１
日
（
土
）
経
済
問
題
評
議
会
・
教
区
本
部
・
14
時

２
日
（
日
）
主
の
昇
天

▼
教
区
修
道
女
連
盟
総
会
・
教
区
本
部

▼
松
森
孝
郎
神
父
命
日
（
２
０
１
７
年
）

９
日
（
日
）
聖
霊
降
臨
の
主
日

▼
北
薩
カ
ト
リ
ッ
ク
大
会
・
川
内
教
会

10
日
（
月
）
３
教
区
司
祭
合
同
黙
想
会
・
大
分
・
～
14
日

11
日
（
火
）
フ
リ
チ
ェ
ル
神
父
命
日
（
２
０
１
６
年
）

13
日
（
木
）
泉
浩
二
神
父
、
鄭
法
鍾
神
父
霊
名
（
聖
ア
ン
ト
ニ
オ
）

16
日
（
日
）
三
位
一
体
の
主
日

▼
奄
美
の
宣
教
司
牧
を
考
え
る
会

18
日
（
火
）
牧
師
神
父
の
会
・
教
区
本
部
・
14
時

19
日
（
水
）
カ
ス
グ
レ
ン
神
父
命
日
（
１
９
７
９
年
）

▼
宗
教
者
懇
和
会

23
日
（
日
）
キ
リ
ス
ト
の
聖
体

▼
聖
ペ
ト
ロ
使
徒
座
へ
の
献
金

教
皇
は
毎
年
、
世
界
各
地
を
訪
問
し
ま
す
。
そ
し

て
、
人
々
の
苦
し
み
や
悩
み
を
聞
き
、
優
し
い
笑
顔
で

力
づ
け
、
数
々
の
援
助
を
与
え
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
の
代

理
者
、
教
会
の
最
高
牧
者
で
あ
る
教
皇
は
、
祈
り
と
具

体
的
な
援
助
を
通
し
て
全
世
界
の
人
々
に
い
つ
も
寄
り

添
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
教
皇
に
心
を
合
わ
せ
て
、

わ
た
し
た
ち
も
世
界
中
の
苦
し
ん
で
い
る
人
々
の
た
め

に
祈
り
と
献
金
を
さ
さ
げ
ま
す
。
教
皇
の
こ
う
し
た
活

動
の
た
め
に
充
て
ら
れ
る
聖
ペ
ト
ロ
使
徒
座
へ
の
献
金

は
、
８
世
紀
ご
ろ
イ
ギ
リ
ス
で
始
ま
っ
た
、
大
人
も
子

ど
も
も
い
ち
ば
ん
小
さ
な
お
金
で
あ
る
１
ペ
ニ
ー
を
毎

年
教
皇
に
献
金
す
る
運
動
が
も
と
に
な
っ
て
世
界
中
に

広
ま
っ
た
も
の
で
す
。

24
日
（
月
）
洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
の
誕
生

▼
小
川
靖
忠
神
父

28
日
（
金
）
イ
エ
ス
の
み
心

29
日
（
土
）
聖
ペ
ト
ロ
聖
パ
ウ
ロ
使
徒

【
聖
ペ
ト
ロ
霊
名
】
竹
山
昭
神
父
、
永
山
幸
弘
神
父

【
聖
パ
ウ
ロ
霊
名
】
郡
山
健
次
郎
名
誉
司
教
、
小
隈
憲
士
神
父
、
坂

本
進
神
父
、
ア
ン
神
父
、
貴
島
丈
弥
神
父

30
日
（
日
）
年
間
第
13
主
日

〔
司
教
日
程
〕
１
日
経
済
問
題
評
議
会
、
２
日
教
区
修
道
女
連
盟
総

会
、
４
日
大
神
学
院
会
議
（
福
岡
）
、
７
～
８
日
家
庭
委
員
会

（
東
京
）
、
９
日
北
薩
カ
ト
リ
ッ
ク
大
会
、
16
日
奄
美
の
宣
教
司

牧
を
考
え
る
会
、
19
日
宗
教
者
懇
和
会
、
22
～
24
日
慰
霊
の
日

（
沖
縄
）
、
26
日
社
会
福
祉
法
人
「
善
き
牧
者
会
」
評
議
会
、
30

日
コ
レ
ジ
オ
祭
（
福
岡
）

祈
り
の
意
向

【
祈
祷
の
使
徒
会
】

福
音
宣
教

司
祭
の
生
活
様
式

日
本
の
教
会

差
別
の
な
い
社
会

家
族
の
存
在
と
寄
り
添
い
が
不
可
欠

イ
エ
ズ
ス
の
聖
心
病
院
パ
ス
ト
ラ
ル
ケ
ア
部
長
シ
ス
タ
ー
泉
が
講
演

会

と

催

し

６
月

づ
け
、
死
を
迎
え
る
患
者
が
自

宅
に
い
る
よ
う
な
感
覚
で
、
最

期
を
迎
え
る
と
患
者
本
人
に
も

安
ら
ぎ
が
、
そ
し
て
見
守
っ
た

家
族
に
も
別
れ
と
い
う
悲
し
み

は
あ
る
が
、
や
り
き
っ
た
と
い

う
満
足
感
が
残
る
と
話
し
た
。

ま
た
シ
ス
タ
ー
は
、
優
し
い

と
い
う
漢
字
を
取
り
上
げ
、
こ

の
文
字
は
「
憂
」（
う
れ
い
）
を

持
つ
人
の
横
に
「
人
」（
ニ
ン
ベ

ン
）
を
書
く
、「
人
々
の
悲
し
み

に
寄
り
添
う
こ
と
が
優
し
さ
」

だ
と
も
述
べ
た
。

講
演
の
後
は
、
質
疑
応
答
と

分
か
ち
合
い
の
ひ
と
時
が
持
た

れ
、
集
ま
っ
た
50
人
余
の
聴
衆

は
時
に
涙
を
流
し
、
時
に
笑
顔

と
な
っ
て
ホ
ス
ピ
ス
の
役
目
を

実
感
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

「
汝
に
禍
あ
れ
。」
と
訳
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。も
し
、

相
手
に
呪
い
を
か
け
る
言
葉
で

あ
る
と
し
た
ら
、
き
っ
と
こ
の

「
ウ
ァ
ー
イ
」は
不
気
味
で
禍
々

し
い
発
音
で
し
ょ
う
。
譬
え
る

の
な
ら
、
低
い
声
で
恨
み
辛
み

が
込
め
ら
れ
た
陰
に
籠
っ
た
響

き
に
な
っ
て
い
る
と
想
像
で
き

ま
す
。
怒
り
に
よ
っ
て
い
き
り

立
ち
、「
お
前
に
ウ
ァ
ー
イ
を
ぶ

つ
け
て
や
る
」
と
い
っ
た
感
じ

す
。こ
の
言
葉
に
は「
人
に
罪
を

犯
さ
せ
る
者
」
と
い
う
意
味
も

あ
り
ま
す
。
イ
エ
ス
様
は
人
を

神
様
の
愛
か
ら
遠
ざ
け
る
罪
、

ま
た
、
人
を
罪
へ
と
向
か
わ
せ

る
者
を
忌
み
嫌
っ
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
イ
エ
ス
様
は

ど
の
よ
う
な
口
調
で
「
ウ
ァ
ー

イ
」
と
語
り
始
め
ら
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
想
像
し
て
み
る
の

も
楽
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

1

田
川
建
三
が
彼
の
数
々
の

書
作
の
中
で
語
っ
て
い
る
こ
と

（『
書
物
と
し
て
の
新
約
聖
書
』

勁
草
書
房
、１
９
９
７
年
、３
３

６
～
３
３
８
頁
、
参
照
）

で
口
に
さ
れ
て
い
た
言
葉
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。で
あ
れ
ば
、相
手

を
心
底
、
震
え
上
が
る
よ
う
な

言
い
方
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
言
葉
を
用
い
て
イ
エ

ス
様
は
、「
世
は
人
を
つ
ま
ず
か

せ
る
か
ら
不
幸
だ
。
つ
ま
ず
き

は
避
け
ら
れ
な
い
。だ
が
、つ
ま

ず
き
を
も
た
ら
す
者
は
不
幸
で

あ
る
。」と
い
う
言
葉
を
語
り
ま

し
た
（
マ
タ
イ
18
・
７
）。
こ
こ

で「
つ
ま
ず
き
」と
訳
さ
れ
た
言

葉
は
、
原
語
で
は
英
語
の
ス
キ

ャ
ン
ダ
ル
の
語
源
に
な
っ
た
ス

キ
ャ
ン
ダ
ロ
ン
と
い
う
言
葉
で

イ
エ
ス
様
は
度
々
、
フ
ァ
リ

サ
イ
者
や
律
法
学
者
た
ち
に
対

し
て
語
る
中
で
、「
～
 は
不
幸

だ
。」
と
言
い
放
ち
ま
す
。
こ
の

「
不
幸
」
と
訳
さ
れ
た
言
葉
は
、

原
語
で
は
嘆
息
を
表
現
す
る
間

投
詞
で
す
。
発
音
を
表
記
す
る

と
「
ウ
ァ
ー
イ
」
と
な
り
ま
す
。

カ
タ
カ
ナ
で
書
く
と
、
私
た
ち

日
本
人
に
は
何
や
ら
大
き
な
喜

び
を
表
現
す
る
擬
情
語
の
よ
う

な
も
の
に
感
じ
ら
れ
て
し
ま
い

ま
す
が
、
そ
の
意
味
合
い
と
し

て
は
、「
何
と
悲
し
い
こ
と
か
」、

と
か
、「
あ
な
た
た
ち
の
こ
と
を

考
え
る
と
私
の
胸
は
張
り
裂
け

る
！
」
と
い
っ
た
感
じ
に
な
り

ま
す
。
日
本
語
で
同
じ
よ
う
な

表
現
を
探
し
て
み
る
と
、
想
像

を
絶
す
る
体
験
を
し
た
と
き
に

思
わ
ず
口
か
ら
出
る
「
ま
っ
た

く
何
と
い
う
こ
と
か
！
」
と
い

う
言
葉
に
相
当
す
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

あ
る
聖
書
学
者
に
よ
れ
ば

1

こ
の
言
葉
は
相
手
を
呪
う
言

い
方
で
あ
る
、
と
説
明
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

あ
な
た
た
ち
は
「
不
幸
だ
」
と
は
？

カ
タ
リ
ナ
・
ガ
ン
ド
ル
修
道

女
（
ド
イ
ツ
出
身
）
と
下
川
千

穂
子
修
道
女
（
大
口
出
身
）
、

小
牟
田
久
美
子
修
道
女
（
垂
水

出
身
）
は
そ
れ
ぞ
れ
60
年
、
50

年
、
25
年
と
い
う
誓
願
宣
立
記

念
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
５

月
３
日
（
金
）
３
人
ま
と
め
て

谷
山
教
会
で
お
祝
い
い
た
し
ま

し
た
。
感
謝
の
ミ
サ
の
中
で
誓

願
更
新
を
し
た
と
こ
ろ
「
清

貧
」
「
従
順
」
「
天
の
国
の
た

め
の
独
身
」
と
い
う
誓
願
文
は

人
々
の
心
に
深
い
印
象
を
与
え

た
よ
う
で
す
。

ミ
サ
の
後
の
祝
賀
会
は
と
て

も
楽
し
い
交
わ
り
で
し
た
。
中

野
司
教
様
が
「
千
の
風
に
な
っ

て
」
を
絶
唱
さ
れ
た
と
き
は
拍

手
喝
采
、
５
人
の
ド
イ
ツ
人
神

父
様
、
シ
ス
タ
ー
の
歌
声
も
素

敵
で
、
そ
の
他
た
く
さ
ん
の
歌

や
踊
り
に
も
感
謝
で
し
た
。

私
た
ち
は
小
さ
な
共
同
体
で

す
か
ら
こ
の
よ
う
な
盛
大
な
祝

宴
は
恥
ず
か
し
い
気
が
し
ま
し

た
が
、
召
命
の
た
め
の
よ
い
刺

激
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

中
野
、
郡
山
の
２
人
の
司
教

様
を
は
じ
め
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル

修
道
会
日
本
準
管
区
の
井
上
管

区
長
、
神
父
様
方
、
そ
し
て
連

休
の
貴
重
な
１
日
を
さ
い
て
、

３
修
道
女
が
誓
願
宣
立
記
念

レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
宣
教
修
道
女
会

と
も
に
祈
り
、
お
祝
い
し
て
く

だ
さ
っ
た
皆
様
に
、
ま
た
参
加

で
き
な
か
っ
た
方
々
に
も
心
か

ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

れ
ま
で
修
道
生
活
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
イ
エ
ス
様
、
マ
リ
ア

様
、
ま
た
家
族
、
修
道
共
同

体
、
神
父
様
方
、
そ
し
て
友

人
、
信
者
の
皆
様
の
励
ま
し
、

祈
り
、
導
き
、
支
え
に
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
頂
き
ま
し
た
お

祝
い
に
は
、
記
念
品
を
お
返
し

す
べ
き
で
す
が
、
カ
リ
タ
ス
ジ

ャ
パ
ン
を
通
し
て
難
民
の
た
め

に
そ
の
一
部
を
寄
付
さ
せ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

感
謝
を
込
め
て
。

ホスピスでの学びを紹介するSr.泉

２人の司教と管区長を囲んで

《
康
由
神
父
の
聖
書
教
室
⒁
》
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ン
ク
リ
ー
ト
作
り
の
地
面
に
穴

が
あ
い
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

以
降
、
支
援
地
周
辺
の
ト
イ
レ

は
ど
こ
も
同
じ
形
式
。
ト
イ
レ

が
あ
る
だ
け
ま
だ
ま
し
な
の

か
、
と
思
っ
て
し
ま
う
。

予
定
よ
り
だ
い
ぶ
遅
れ
て
午

後
３
時
す
ぎ
、
そ
の
ク
ラ
ス
タ

ー
事
務
所
に
て
昼
食
。
そ
も
そ

も
カ
ン
パ
ラ
を
出
る
と
き
す
ご

い
渋
滞
だ
っ
た
の
だ
。
わ
れ
わ

れ
が
カ
ン
パ
ラ
で
泊
ま
っ
て
い

た
ホ
テ
ル
は
、
東
京
で
い
え
ば

霞
ヶ
関
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
、

国
の
機
関
が
た
く
さ
ん
あ
る
そ

の
周
辺
。
月
曜
の
朝
な
の
だ
か

ら
渋
滞
は
当
然
な
の
で
あ
っ

た
。
ク
ラ
ス
タ
ー
事
務
所
は
支

援
地
の
一
つ
キ
ル
ヤ
ン
ガ
地
区

に
近
い
。本
日
の
予
定
は
、こ
の

事
務
所
で
Ｗ
Ｖ
Ｊ
の
活
動
に
つ

い
て
話
を
聞
く
こ
と
と
、
近
く

の
小
学
校
訪
問
で
あ
る
。
活
動

の
話
は
よ
く
覚
え
て
お
ら
ず
。

事
務
所
で
話
を
聞
い
て
も
あ
ま

り
頭
に
入
ら
な
い
。
そ
れ
に
対

し
て
、
小
学
校
訪
問
は
衝
撃
だ

っ
た
。
着
い
て
車
を
降
り
る
な

り
、
ア
フ
リ
カ
の
あ
の
リ
ズ
ム
、

あ
の
音
楽
で
、
こ
ど
も
た
ち
に

よ
る
歓
迎
の
歌
と
踊
り
。
楽
器

ら
し
い
楽
器
で
は
な
く
、
体
育

祭
の
太
鼓
と
同
じ
よ
う
な
も
の

だ
が
、
リ
ズ
ム
感
が
素
晴
ら
し

い
。「
さ
す
が
ア
フ
リ
カ
の
こ
ど

も
た
ち
」
と
感
激
し
て
し
ま
っ

た
。
歌
と
踊
り
で
私
た
ち
一
行

を
用
意
さ
れ
た
席
ま
で
案
内
し

て
く
れ
る
。

こ
の
キ
テ
ン
バ
小
学
校
は
、

校
舎
そ
の
も
の
が
Ｗ
Ｖ
Ｊ
の
支

援
に
よ
っ
て
、
建
て
ら
れ
て
い

る
。
校
長
先
生
が
直
々
に
お
礼

を
述
べ
る
。さ
ら
に
、こ
ど
も
た

ち
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
希

望
の
木
と
い
う
取
り
組
み
を
こ

ど
も
た
ち
自
身
が
紹
介
し
て
く

れ
た
。
Ｗ
Ｖ
Ｊ
を
通
じ
て
の
支

援
で
学
校
へ
通
う
こ
と
が
で

と
い
う
声
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
。
私
た
ち
は
、
電
力
会
社
に

勤
め
て
い
る
人
た
ち
の
考
え
や

立
場
を
否
定
し
な
い
。
原
発
反

対
の
声
を
あ
げ
な
い
こ
と
を
非

難
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
原

発
を
支
え
る
仕
組
み
が
、
住
民

を
分
断
し
、
教
会
内
に
分
裂
を

も
た
ら
す
こ
と
自
体
が
問
題
な

の
で
あ
る
。
原
発
の
問
題
は
、

住
民
や
教
会
の
中
に
亀
裂
を
産

み
出
す
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
、

触
れ
な
い
方
が
無
難
で
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
「
思
考
停
止
」
は
教

会
と
社
会
の
成
長
に
と
っ
て
マ

イ
ナ
ス
で
し
か
な
い
。

私
た
ち
は
、
立
場
が
異
な
る

の
で
あ
れ
ば
、
和
解
と
一
致
の

た
め
に
対
話
を
す
る
し
か
な

い
。
原
発
に
関
し
て
は
多
く
の

本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
な
か

で
も
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
に
と
っ

て
は
、
「
い
の
ち
へ
の
ま
な
ざ

し
」
（
増
補
新
版
）
（
日
本
カ

ト
リ
ッ
ク
司
教
団
著
、
２
０
１

７
年
発
行
）
と
「
今
こ
そ
原
発

の
廃
止
を
」
（
日
本
カ
ト
リ
ッ

ク
司
教
協
議
会
編
、
２
０
１
６

年
）
の
２
冊
が
理
解
し
や
す

い
。
前
者
は
、
い
の
ち
の
尊
厳

を
守
る
と
い
う
立
場
で
、
原
発

と
「
い
の
ち
」
は
共
存
で
き
な

い
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
結

び
の
こ
と
ば
と
し
て
「
原
子
力

発
電
に
つ
い
て
も
皆
で
よ
く
考

え
、
撤
廃
の
た
め
に
連
帯
し
て

歩
み
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
わ
た
し
た
ち
日
本
の
司

教
団
は
願
っ
て
い
ま
す
。
」
と

書
い
て
あ
る
。
後
者
は
、
２
０

１
１
年
の
司
教
団
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
科
学
的
、
哲
学
的
、
神
学
的

教
会
に
は
、
電
力
会
社
ま
た

は
関
連
企
業
に
勤
務
し
て
い
る

た
め
に
、
原
発
を
容
認
せ
ざ
る

を
え
な
い
信
者
が
い
る
は
ず
で

あ
る
。
教
会
が
「
原
発
廃
止
」

を
訴
え
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
人

た
ち
を
苦
し
ま
せ
る
こ
と
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た

意
見
を
聞
く
こ
と
が
あ
る
。

確
か
に
内
心
で
は
原
発
廃
止

を
願
い
な
が
ら
も
、
種
々
の
事

情
で
声
を
あ
げ
ら
れ
な
い
キ
リ

ス
ト
者
が
い
る
の
は
事
実
で
あ

る
。
同
調
圧
力
の
強
い
わ
が
国

で
は
、
職
場
や
地
域
で
原
発
の

危
険
性
を
言
う
と
、
排
除
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ
。
薩

摩
川
内
市
の
住
民
か
ら
「
原
発

反
対
の
声
を
あ
げ
ら
れ
な
い
」

に
裏
づ
け
る
た
め
に
出
版
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
専
門
家
た
ち

の
論
文
集
に
近
く
、
少
し
難
し

い
。
そ
こ
で
は
原
発
の
是
非
の

判
断
に
様
々
な
立
場
が
あ
る
こ

と
を
認
め
た
上
で
、
原
発
は

「
未
来
世
代
を
も
含
め
た
す
べ

て
の
い
の
ち
と
尊
厳
を
守
る
、

と
い
う
一
点
か
ら
判
断
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
」
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
信
者
が
自
分
の

頭
で
考
え
る
こ
と
を
求
め
て
い

る
本
で
あ
る
。
こ
の
二
冊
を
批

判
的
に
検
討
す
る
形
で
対
話
が

で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

「
原
発
が
な
い
と
電
力
の
供
給

が
足
り
な
い
の
か
」
「
低
線
量

被
ば
く
（
一
年
間
の
被
ば
く
量

が
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
）

に
健
康
被
害
は
な
い
の
か
」

「
原
発
は
地
域
経
済
・
雇
用
に

役
立
つ
の
か
」
「
地
震
や
火
山

の
噴
火
に
対
し
て
原
発
は
安
全

と
い
え
る
の
か
」
な
ど
に
つ
い

て
信
者
同
士
で
率
直
に
話
し
合

う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
先
入

観
を
排
し
て
語
る
こ
と
を
通
し

て
、
さ
ら
に
信
仰
上
の
一
致
を

得
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

「
わ
た
し
た
ち
は
、
生
活
と

原
発
の
板
挟
み
に
な
り
、
苦
し

ん
で
い
る
人
々
の
た
め
に
祈
り

ま
す
。
同
時
に
原
発
事
故
の
被

害
に
今
も
苦
し
ん
で
い
る
多
く

の
人
々
、
特
に
、
弱
い
立
場
に

置
か
れ
た
人
々
の
生
き
る
権
利

が
侵
害
さ
れ
な
い
こ
と
を
祈
り

ま
す
。
」
（
紫
原
教
会
 山
下

和
実
）

▼
社
会
問
題
の
分
か
ち
合
い

（
毎
月
第
三
土
曜
日
）

日
　
時
：
６
月
15
日
（
土
曜

日
）
13
時
～
16
時

場
　
所
：
教
区
本
部

内
　
容
：
原
発
・
改
憲
・
沖
縄

問
題
に
つ
い
て
の
情
報
交
換

そ
の
他

７
月
30
日
、朝
８
時
過
ぎ
。首

都
カ
ン
パ
ラ
の
ホ
テ
ル
を
出

発
、
支
援
地
へ
。
Ｗ
Ｖ
Ｊ
（
ワ
ー

ル
ド
・
ビ
ジ
ョ
ン
・
ジ
ャ
パ

ン
）の
支
援
地
は
、キ
ル
ヤ
ン
ガ

地
区
、
ナ
ラ
ウ
ェ
ヨ
・
キ
シ
ー

タ
地
区
の
二
つ
が
あ
り
、
ど
ち

ら
も
ウ
ガ
ン
ダ
の
西
部
、
キ
バ

レ
県
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

キ
バ
レ
県
に
は
あ
と
２
か
所
Ｗ

Ｖ
の
支
援
地
が
あ
っ
て
、
そ
れ

ら
は
ワ
ー
ル
ド
・
ビ
ジ
ョ
ン
・

コ
リ
ア（
韓
国
）の
支
援
地
と
い

う
こ
と
だ
。
そ
の
支
援
地
ま
で

は
２
４
０
㎞
ほ
ど
。
高
速
道
路

は
な
い
。
鹿
児
島
か
ら
久
留
米

く
ら
い
ま
で
国
道
を
車
で
走
り

続
け
る
の
と
同
じ
か
。
そ
も
そ

も
ウ
ガ
ン
ダ
の
国
土
は
24
万
平

方
キ
ロ
、
本
州
と
同
じ
く
ら
い

の
広
さ
で
あ
る
。
今
日
か
ら
４

日
間
は
、
ホ
イ
マ
と
い
う
街
の

コ
ン
チ
キ
・
ホ
テ
ル
に
連
泊
。

ホ
イ
マ
と
い
う
街
が
支
援
地
に

も
っ
と
も
近
い
街
な
の
だ
が
、

そ
こ
か
ら
支
援
地
の
う
ち
キ
ル

ヤ
ン
ガ
ま
で
は
さ
ら
に
70
㎞
ほ

ど
あ
る
。
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
分

も
含
め
て
連
日
、
車
６
台
を
連

ね
て
支
援
地
訪
問
を
す
る
の

だ
。同
乗
者
の
中
に
、昨
日
の
Ｖ

さ
ん
が
い
た
。
朝
ミ
サ
に
行
っ

て
き
ま
し
た
と
言
っ
た
ら
、「
自

分
だ
け
ミ
サ
に
あ
ず
か
っ
て
ず

る
い
」と
い
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

Ｖ
さ
ん
、
日
本
で
は
毎
日
ミ
サ

に
あ
ず
か
っ
て
か
ら
出
勤
す
る

と
い
う
つ
わ
も
の
だ
。
わ
た
し

は
と
て
も
無
理
。

支
援
地
ま
で
の
２
４
０
㎞
ほ

ど
を
７
時
間
か
け
て
行
く
。
途

中
、何
度
か
ト
イ
レ
休
憩
。カ
ン

パ
ラ
を
離
れ
る
ほ

ど
ト
イ
レ
の
形
態

が
簡
素
に
な
っ
て

く
る
。
１
か
所
目
の

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
、
２
か
所
目
の
Ｗ

Ｖ
の
事
務
所
は
ま

だ
水
洗
。
そ
の
Ｗ
Ｖ

の
事
務
所
は
、
キ
ボ

ガ
と
い
う
と
こ
ろ

に
あ
っ
て
、
イ
ギ
リ

ス
が
支
援
し
て
い

る
と
こ
ろ
。
３
か
所

目
は
支
援
地
に
近

い
Ｗ
Ｖ
Ｊ
の
ク
ラ

ス
タ
ー
事
務
所
。
も

う
水
洗
で
な
い
ど

こ
ろ
か
、
便
器
ら
し

い
も
の
も
な
い
。
コ

き
、さ
ら
に
将
来
へ
の
夢
を
、ち

ょ
う
ど
七
夕
の
短
冊
の
よ
う
に

葉
っ
ぱ
の
形
の
紙
に
書
い
て
、

一
つ
の
木
に
ま
と
め
る
と
い
う

も
の
だ
。
葉
っ
ぱ
が
落
ち
た
と

し
て
も
、
つ
ま
り
希
望
が
か
な

わ
な
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
変

わ
っ
た
り
し
て
も
根
を
持
つ
幹

と
つ
な
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
新

た
な
希
望
が
も
つ
こ
と
が
で
き

る
、と
い
う
こ
と
ら
し
い
。こ
こ

で
は
そ
の
小
学
校
の
校
舎
や
、

授
業
の
見
学
な
ど
を
行
う
。
小

学
生
と
の
交
流
の
時
間
は
と
れ

ず
。
こ
の
時
点
で
も
う
午
後
５

時
半
を
過
ぎ
て
い
た
。

こ
の
ま
ま
ホ
イ
マ
の
ホ
テ
ル

に
戻
っ
て
も
よ
い
時
間
な
の
で

あ
る
が
、さ
ら
に
も
う
１
か
所
、

貯
蓄
組
合
を
訪
問
す
る
と
い

う
。こ
の
貯
蓄
組
合
と
は
、銀
行

な
ど
か
ら
お
金
が
借
り
ら
れ
な

い
小
規
模
農
家
支
援
の
た
め
、

い
わ
ば
自
分
た
ち
で
お
金
を
出

し
あ
っ
て
設
立
す
る
組
合
・
共

済
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ

の
最
初
の
出
資
や
、
運
用
の
指

導
を
Ｗ
Ｖ
Ｊ
が
し
た
の
で
あ

Ｋ
Ｊ
Ｐ
（
鹿
児
島
正
義
と
平
和
協
議
会
）
通
信
６
月
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ウ
ガ
ン
ダ
の
旅
 ２
０
１
８

⑤
キ
ル
ヤ
ン
ガ
地
区
小
学
校
訪
問

谷
山
教
会
信
徒

岩

崎

正

幸

ワ
ー
ル
ド
・
ビ
ジ
ョ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
を
通
じ
て
貧
し
い
国

の
子
ど
も
の
支
援
を
続
け
て
い
る
ラ
・
サ
ー
ル
学
園
教
諭
の

岩
崎
正
幸
さ
ん
は
、
昨
年
夏
、
支
援
し
て
い
る
子
ど
も
の
い

る
ウ
ガ
ン
ダ
を
訪
問
し
た
。
こ
れ
は
生
徒
の
た
め
に
と
執
筆

し
た
「
ウ
ガ
ン
ダ
の
旅
２
０
１
８
」
の
５
回
目
。

キテンバ小学校での衝撃的な歓迎

復
活
の
主
日
の
４
月
21
日

（
日
）
、
奄
美
大
島
で
は
中

野
裕
明
司
教
を
迎
え
全
島
合

同
の
復
活
祭
ミ
サ
が
大
熊
小

教
区
に
あ
る
浦
上
教
会
で
さ

さ
げ
ら
れ
た
。

こ
の
ミ
サ
に
は
４
０
０
人

余
り
の
信
者
が
集
ま
り
、
司

教
と
と
も
に
ミ
サ
さ
さ
げ
、

「
司
教
様
の
好
き
な
色

は
？
」
「
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ

は
？
」
な
ど
中
野
司
教
に
関

す
る
ク
イ
ズ
大
会
な
ど
の
余

興
を
楽
し
み
交
流
し
た
。

る
。
省
略
し
て
も
よ
か
っ
た
の

だ
ろ
う
が
、
皆
さ
ん
が
待
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
ら
と
い
う
こ

と
で
、訪
ね
る
。貯
蓄
組
合
に
よ

っ
て
助
け
ら
れ
た
、
お
金
の
運

用
に
つ
い
て
学
ん
だ
、
と
い
う

話
を
聞
く
。
建
設
中
の
貯
蓄
組

合
の
建
物
、
い
わ
ば
こ
の
あ
た

り
の
小
銀
行
で
す
ね
、
の
前
に

て
地
域
の
皆
さ
ん
と
旅
行
団
の

記
念
撮
影
。
小
銀
行
と
い
っ
た

っ
て
、
そ
の
辺
の
コ
ン
ビ
ニ
よ

り
小
さ
い
の
で
す
け
ど
。

奄美で全島合同復活祭


